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令和8年度 地域リハビリ課 訪問リハビリのスタッフ紹介

令
和
8
年
度
が
い
よ
い
よ
始
ま
り
ま
し
た
。

今
年
度
、
南
草
津
病
院
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
は
、
回

復
期
経
験
者
を
新
た
に
迎
え
、
職
員
の
増
員
と
部

門
拡
充
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。
新
体
制
で
頑
張
っ

て
参
り
ま
す
の
で
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
‼

小林 桜（こばやし さくら）
地域リハビリ課主任 管理者
職種：理学療法士（29年目）
趣味：最近、推し活始めました
特技：テニス（ただ続けてます）
ひと言：通所リハから地域リハに携わり
約20年。地域に関わる皆様と利用者様に
寄り添う訪問リハビリにしたいと思います！

川勝 昭郎（かわかつ あきお）
職種：理学療法士（18年目）す。課
趣味：スポーツ観戦・庭いじり
特技：料理、クイズ
ひと言：認定理学療法士（地域理学療法）
医療～介護での経験をを生かし、利用者様や
ご家族様の生活再建を支えていきます！

守屋 篤志（もりや あつし）
地域リハビリ課 課長
職種：作業療法士（19年目） 課
趣味：ゴルフ、麻雀
特技：お酒を楽しむこと
ひと言：縁があり、再び地域リハビリに
携わることになりました。利用者様の地
域生活に貢献できるよう頑張ります！

山下 由香理（やました ゆかり）
職種：作業療法士（15年目）
趣味：寺社仏閣めぐり
特技：長時間眠れる
ひと言：回復期の経験を活かしながら、
利用者様の生活の役に立てるように、
頑張ります。よろしくお願いします！

石野 杏耶佳（いしの あやか）で
職種：理学療法士（11年目）
趣味：映画鑑賞、音楽鑑賞、ショッピング
特技；ガチャガチャで欲しい物を当てること
ひと言：回復期病棟から2年ぶりに戻ってきました。
これまでの経験を生かして頑張っていきますので宜し
くお願いします！

井阪 逸人（いさか はやと）で
職種：理学療法士（6年目）
趣味：釣り（海、渓流、湖、何でも）
特技：ボート操船
ひと言：訪問リハビリの部署に異動になってから1
年が経過しました。これからも利用者様に
元気になって頂けるようガンバリマス！

高橋 悟（たかはし さとる）で

職種：言語聴覚士（5年目）
趣味：筋トレ（週2～3回ジム通い）
特技；整理整頓
ひと言：回復期での臨床経験を活かし、機能改善に向
けて全力でサポートさせて頂きます。どうぞよろしく
お願いします。

山本 美優（やまもと みゆ）で
職種：作業療法士（7年目）
趣味：ゲーム、旅行
特技；
ひと言：R8年3月に回復期病棟から異動して
きました。これまでの経験を生かして頑張っ
ていきますので宜しくお願いします！

みなリハ勉強会開催のお知らせ

【訪問リハビリの提供可能な範囲】
○草津市・栗東市全域 〇大津市の一部
（石山、南郷、田上、上田上、青山、瀬田、瀬田北、瀬田南、瀬田東、瀬田南の各小学校区）
【サービス提供日時】
月曜日〜土曜日（日曜・祝祭日・年末年始除く） AM9時〜12時 PM13時〜17時
まずはご相談ください！８：３０から受け付けております！管理者不在時は、アシスタントにご伝言ください。
☏（077）562-2239(直通) FAX (077)562-2253(直通) 訪問リハビリ管理者 小林まで！

下記の日時で当課主催の「みなリハ勉強会」を開催します。
テーマ：「パーキンソン病関連疾患のリハビリについて」
パーキンソン病の進行に伴い、在宅での生活から施設での生活へと変化した方の症例を紹介します。

転倒や車いすからの転落が増えると共に病状に応じたリハビリを行い、さらにケアマネジャー様を通
じた多職種連携と環境調整の工夫についてのお話をさせて頂く予定です。
ケアマネジャーの皆様には自由に意見交換して頂ける時間を設けております。気軽にご参加くださ

い！
日時：R8年6月16日（火） 17：30-18：15
形式：オンライン
申込方法：後日申込書をFAXさせて頂きます。



『電動カートに乗ってみたい!!』

み な リ ハ ～取りくみ紹介～

くらしと生きがいを再建！
あなたに寄り添う訪問リハビリ
医療法人芙蓉会 南草津病院 地域リハビリテーション課
〒525－0059 滋賀県草津市野路五丁目2番39号
TEL：077－562－2239 FAX：077－562－2253

その1【迷ってるなら相談だけでもOK 訪問相談を承ります！】
○ほかの訪問系サービスと訪問リハビリ、どっちがこの利用者様に合うのかな？
○予定調整の上、ケアマネジャー様と一緒にご自宅まで相談にお伺いします。
※本人様の動作能力や住環境・ご家族様の介助力も勘案し、ニーズやご要望に合わせて
当院の訪問リハビリで提供できることをご提案します。納得されればご契約…という流れです。
（訪問相談日は、ヒアリングと動作観察中心で、身体に触れるリハビリはありません）

その2【始動中です！ 言語聴覚士（ST）の訪問リハビリ！】
○食事・嚥下評価や咀嚼・嚥下練習、発語やコミュニケーション練習、利用者様に応じた
食事形態や介助方法の助言、高次脳機能のリハビリまで、家庭でお困りの様々なご要望に
お応えします。

当院の回復期リハビリテーション病棟への入院を経て、自宅に退院された、くも膜下
出血後のM様は、運動麻痺や感覚障害がなく、日常生活動作は自立されています。し
かし、高次脳機能面では注意障害や処理速度の低下を認めており、特に歩行場面にお
いて注意散漫となりやすいです。

転倒予防や生活能力維持を目的に訪問リハビリが開始となり
ました。自宅内の移動は安定され、本人の希望が「歩いて家
の近くのお店に行きたい。」と変化しました。そのため、訪
問リハビリ中に歩行器をレンタルし、歩行練習にて歩行器を
選定しました。選定した歩行器を使用して、歩行距離を伸ば
しながら、歩行訓練を行いました。しかし、歩行距離が延長
すると疲労感や下肢のすり足が出現するため、歩行器では生
活範囲の拡大が難しいです。

そこで、ケアマネジャー様からの提案もあり、活動範囲の拡
大を目的に電動カートの導入を検討されました。
訪問リハビリ時にM様、ご家族様、ケアマネジャー様と一緒
に、業者様からの説明を聞き、試乗を行いました。自宅周辺
での走行練習を併行して行い、注意点の確認を行いました。
試乗後は「楽しかった。」と笑顔も見られました。電動カー
トにおいても課題が残るため、今後も引き続き注意機能の評
価を行いながら練習を重ねて参ります。

令和8年度南草津病院訪問リハビリの取り組み


